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Abstract
In the Kiso Three Rivers basin in the early modern period, the Takagi familys, who was the 

Hatamoto, played a major role in river management. In this paper, taking 1834 as an example, 
we examined river patrols by the Takagi familys and clarified the specific contents of the river 
management system.
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は
じ
め
に

近
世
の
木
曽
三
川
流
域
に
お
い
て
は
、
旗
本
で
あ
っ
た
高
木
家
（
西
・
東
・
北

の
三
家
か
ら
な
る
）
が
、
美
濃
郡
代
（
笠
松
代
官
）
と
共
に
河
川
管
理
の
役
割
を

担
っ
た
こ
と
が
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

元
禄
十
六
（
一
七
〇
三
）
年
の
桑
名
川
通
（
伊
尾
川
下
流
）
を
対
象
と
し
た
取

払
普
請
、
宝
永
元
〜
二
（
一
七
〇
四
〜
〇
五
）
年
の
美
濃
国
中
の
河
川
を
対
象
と

し
た
大
規
模
な
取
払
普
請
│
い
わ
ゆ
る
「
宝
永
の
大
取
払
」
の
後
、
幕
府
は
取
払

後
の
河
川
状
態
を
維
持
す
る
た
め
、
高
木
三
家
に
対
し
年
番
で
川
通
を
巡
見
す
る

こ
と
を
命
じ
た
。
こ
れ
以
降
、
高
木
三
家
は
川
通
掛
（
も
し
く
は
水
行
奉
行
と
呼

ば
れ
る
）
と
し
て
、
笠
松
代
官
方
と
共
に
毎
年
取
払
跡
の
川
筋
を
巡
見
し
て
水
行

の
障
害
の
有
無
を
見
分
し
、
ま
た
現
状
変
更
や
新
規
普
請
の
願
い
に
対
し
て
は
両

者
が
立
会
で
そ
の
可
否
を
判
断
し
た
。
こ
の
た
め
高
木
家
は
、
流
域
住
民
か
ら
、

陣
屋
の
所
在
地
（
多
良
郷
宮
村
）
に
ち
な
ん
で
、「
多
良
御
役
所
」
や
「
多
良
御

奉
行
所
」
と
呼
ば
れ
た
。

元
禄
・
宝
永
の
取
払
普
請
は
、
洪
水
の
原
因
を
河
道
の
狭
隘
化
に
あ
る
と
し

て
、
川
通
の
障
害
物
を
除
去
す
る
こ
と
で
水
行
条
件
を
改
善
し
、
川
水
を
速
や
か

に
海
へ
流
下
さ
せ
る
こ
と
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
幕
府
の
治
水
政

策
が
、
そ
れ
ま
で
の
復
旧
工
事
中
心
か
ら
、
水
害
予
防
へ
重
点
を
移
し
た
と
評
価

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
高
木
家
の
川
通
掛
就
任
は
恒
常
的
な
河
川
管
理
体
制
の
創

設
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
⑴
。

木
曽
三
川
流
域
史
で
は
、
こ
の
よ
う
に
一
八
世
紀
初
頭
を
一
つ
の
画
期
と
し
な

が
ら
も
、
そ
の
後
の
関
心
は
延
享
・
宝
暦
の
手
伝
普
請
へ
と
向
か
う
た
め
、
こ
の

と
き
創
設
さ
れ
た
河
川
管
理
体
制
が
ど
の
よ
う
に
機
能
し
展
開
し
た
の
か
に
つ
い

て
は
十
分
に
は
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
高
木
三
家
と
笠

松
代
官
方
に
よ
る
河
川
管
理
体
制
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
の
手
始
め
と
し

て
、
比
較
的
資
料
が
残
っ
て
い
る
天
保
五
（
一
八
三
四
）
年
の
川
通
巡
見
を
取
り

上
げ
、
そ
の
具
体
的
過
程
と
内
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

一
　
川
通
巡
見
の
範
囲

最
初
に
高
木
家
に
よ
る
川
通
巡
見
の
範
囲
と
権
限
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た

い
。宝

永
の
大
取
払
を
終
え
た
宝
永
二
（
一
七
〇
五
）
年
四
月
五
日
、
予
防
的
見
地

に
立
っ
た
治
水
政
策
を
常
態
化
す
る
た
め
、
老
中
土
屋
相
模
守
政
直
は
高
木
五
郎

左
衛
門
（
西
家
）、
高
木
次
郎
兵
衛
（
北
家
）、
高
木
富
次
郎
（
東
家
）
に
対
し
次

の
よ
う
に
川
通
巡
見
を
命
じ
た
⑵
。

今
度
濃
州
川
筋
新
田
築
出
竹
木
等
取
払
候
間
、
向
後
川
通
江
各
三
人
壱
ヶ
年

代
家
来
指
出
之
、
水
行
障
り
ニ
成
候
儀
不
仕
様
可
被
申
付
候
、
委
細
従
御
勘

定
奉
行
中
可
達
候
条
可
被
相
談
候
、
恐
々
謹
言

高
木
三
家
へ
一
ヶ
年
交
代
で
家
来
を
取
払
跡
の
川
通
へ
派
遣
し
、
水
の
流
れ
に

支
障
が
な
い
よ
う
取
り
締
ま
る
こ
と
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
宝
永
の
大
取

払
を
献
策
し
た
美
濃
郡
代
辻
六
郎
左
衛
門
守
参
の
構
想
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ 

た
⑶
。
辻
は
、
取
払
普
請
の
上
は
今
後
「
川
通
之
奉
行
」
な
り
と
も
仰
せ
付
け
、

川
上
よ
り
船
で
巡
り
海
口
ま
で
見
分
さ
せ
、
水
行
の
障
り
が
少
し
で
も
あ
れ
ば
直

ち
に
取
り
払
う
よ
う
村
々
へ
命
じ
れ
ば
、
水
行
も
改
善
し
、
濃
州
の
大
水
損
は
な

く
な
る
と
献
策
し
て
い
た
。
先
の
老
中
奉
書
は
、
こ
の
「
川
通
之
奉
行
」
を
実
現

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

老
中
奉
書
を
受
け
て
高
木
三
家
は
自
ら
の
権
限
に
つ
い
て
勘
定
奉
行
所
に
指
示

を
仰
い
だ
と
こ
ろ
、
五
月
に
付
紙
に
よ
る
回
答
が
あ
っ
た
⑷
。
そ
れ
に
よ
る
と
巡

見
の
範
囲
は
、
美
濃
国
の
川
筋
で
取
払
を
お
こ
な
っ
た
場
所
お
よ
び
伊
勢
国
桑
名

川
通
（
伊
尾
川
下
流
）、
尾
張
国
熱
田
川
通
（
木
曽
川
下
流
）
ま
で
を
範
囲
と
し

た
。
当
初
は
木
曽
・
長
良
・
伊
尾
の
三
大
河
川
は
も
と
よ
り
、
美
濃
国
中
の
小
河

川
も
巡
見
の
対
象
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

川
通
巡
見
は
年
番
の
家
の
家
臣
が
二
人
ず
つ
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ

の
た
め
高
木
三
家
は
、
河
川
管
理
を
担
当
す
る
常
置
の
役
と
し
て
川
通
役
を
置
い

た
。
川
通
役
は
、
見
習
が
付
く
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
原
則
そ
れ
ぞ
れ
の
家
か
ら
一

人
が
選
ば
れ
た
。
ま
た
、
美
濃
郡
代
が
指
揮
す
る
笠
松
陣
屋
に
は
、
治
水
担
当
の
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堤
方
役
が
置
か
れ
て
お
り
、
高
木
家
の
川
通
役
と
連
携
し
て
河
川
管
理
を
担
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
明
和
三
（
一
七
六
六
）
年
以
降
、
高
木
家
の
持
ち
場
は
縮
小
さ
れ

て
し
ま
う
。
十
一
月
に
大
目
付
よ
り
渡
さ
れ
た
老
中
松
平
右
近
将
監
の
書
付
に
は

次
の
よ
う
に
あ
っ
た
⑸
。

濃
州
勢
州
尾
州
御
料
私
領
川
除
普
請
所
水
行
之
儀
ニ
付
是
迄
美
濃
郡
代
江
立

合
被
致
候
処
、
向
後
者
濃
州
勢
州
之
内
木
曽
川
通
・
長
良
川
通
・
伊
尾
川
通

右
三
川
之
分
者
御
料
私
領
共
美
濃
郡
代
江
立
合
是
迄
之
通
相
心
得
、
右
之
外

小
川
之
分
者
立
合
不
及
候
、
向
後
水
行
立
合
ヶ
所
別
紙
之
通
可
被
相
心
得
候

　
　

十
一
月

右
之
通
可
被
相
達
候

    

濃
州
笠
松
村
ゟ
加
路
戸
川
通
海
口
迄

    　
　
　
　
　
　

木
曽
川
通

濃
州
河
渡
村
ゟ
成
戸
川
木
曽
川
落
合
迄

    　
　
　
　
　
　

長
良
川
通

濃
州
西
結
村
ゟ
勢
州
桑
名
川
通
海
口
迄

    　
　
　
　
　
　

伊
尾
川
通

右
三
川
計
美
濃
郡
代
江
立
合
是
迄
之
通
可
被
心
得
候

す
な
わ
ち
、
木
曽
川
は
笠
松
村
か
ら
加
路
戸
川
通
海
口
ま
で
、
長
良
川
は
河
渡

村
か
ら
木
曽
川
と
の
合
流
地
点
ま
で
、
伊
尾
川
は
西
結
村
か
ら
桑
名
川
通
海
口
ま

で
を
高
木
家
は
美
濃
郡
代
と
共
に
管
理
す
る
こ
と
に
な
り
、
美
濃
国
上
流
部
と
小

河
川
は
管
轄
外
と
な
っ
た
。
高
木
家
は
そ
の
後
持
ち
場
の
復
活
を
目
指
し
て
運
動

を
繰
り
広
げ
る
が
、
い
っ
た
ん
縮
小
さ
れ
た
持
ち
場
が
元
に
戻
る
こ
と
は
な
か
っ

た
⑹
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
検
討
す
る
天
保
五
年
は
こ
の
縮
小
さ
れ
た
範
囲
に
な

る
。二

　
川
通
巡
見
に
向
け
て

川
通
巡
見
は
、
毎
年
次
の
よ
う
な
手
順
で
実
施
さ
れ
た
。
①
高
木
三
家
・
笠
松

代
官
方
よ
り
川
筋
の
村
々
に
対
し
て
、
水
行
の
妨
げ
に
な
る
障
害
物
の
取
払
を
命

じ
る
。
②
村
々
が
取
払
を
実
施
し
、
取
払
済
み
注
進
を
お
こ
な
う
。
③
そ
の
点
検

の
た
め
高
木
家
川
通
役
と
笠
松
代
官
堤
方
役
が
見
分
の
た
め
廻
村
し
、
取
払
が
不

十
分
な
箇
所
が
あ
れ
ば
村
々
に
撤
去
を
命
じ
る
。
④
取
払
が
確
認
さ
れ
た
ら
庄
屋

や
惣
代
が
請
印
帳
に
押
印
す
る
。

こ
の
具
体
的
過
程
と
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
天
保
五
年
の
川
通
巡
見
を

取
り
上
げ
る
⑺
。

天
保
五
年
の
各
家
の
川
通
役
は
、
西
家
が
三
和
六
左
衛
門
義
故
、
東
家
が
川
添

本
務
重
基
、
北
家
が
加
藤
加
藤
太
重
右
で
あ
る
。
年
番
は
子
・
卯
・
午
・
酉
が
西

家
、
丑
・
辰
・
未
・
戌
が
北
家
、
寅
・
巳
・
申
・
亥
が
東
家
と
定
め
ら
れ
て
い

た
。
天
保
五
年
は
甲
午
な
の
で
西
家
の
三
和
が
年
番
で
あ
っ
た
。
三
和
は
文
政
五

（
一
八
二
二
）
年
に
見
習
と
な
り
、
病
気
で
退
い
た
伊
東
幾
右
衛
門
に
代
わ
っ
て

天
保
二
年
か
ら
本
役
を
つ
と
め
て
い
た
⑻
。

当
初
は
川
通
役
が
二
人
ず
つ
巡
見
に
あ
た
っ
て
い
た
が
、
明
和
三
年
の
持
ち
場

の
縮
小
に
伴
い
一
人
が
廻
村
す
る
方
法
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
見
習
が
同
道
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
過
去
に
は
安
永
七
（
一
七
七
八
）
年
に
加
藤
要
蔵
（
北
家
）、

文
化
八
（
一
八
一
一
）
年
に
加
藤
貢
（
北
家
）、
文
政
七
（
一
八
二
四
）
年
に
三

和
四
郎
太
夫
（
西
家
）
が
見
習
と
し
て
出
役
し
て
お
り
、
こ
の
先
天
保
八
（
一
八

三
七
）
年
に
も
見
習
の
小
寺
勘
兵
衛
（
西
家
）
が
三
和
六
左
衛
門
に
同
道
す
る
⑼
。

天
保
五
年
の
笠
松
代
官
堤
方
役
は
、
水
野
郡
右
衛
門
、
棚
橋
瀬
十
郎
、
森
川
春

右
衛
門
、
名
和
茂
利
右
衛
門
、
戸
沢
助
太
夫
、
原
田
弥
右
衛
門
、
横
井
兵
八
郎
、

野
々
村
三
郎
右
衛
門
、
田
中
三
津
次
、
赤
生
伝
次
郎
、
中
嶋
恵
之
助
、
右
田
又
太

郎
、
水
野
桂
之
丞
、
名
和
重
之
助
の
一
四
人
で
あ
り
、
こ
の
年
は
田
中
三
津
次
が

担
当
で
あ
っ
た
。

七
月
二
十
六
日
、
川
通
役
三
人
か
ら
堤
方
役
の
水
野
郡
右
衛
門
・
棚
橋
瀬
十
郎

へ
、
大
川
通
取
払
場
立
会
見
分
改
の
日
程
に
つ
い
て
打
診
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受

け
て
堤
方
役
の
田
中
は
、
村
々
へ
取
払
を
命
じ
る
廻
状
案
を
作
成
し
、
九
月
十
日

に
川
通
役
の
三
和
へ
送
っ
た
。
三
和
は
廻
状
案
を
確
認
し
た
上
で
日
付
を
書
き
入

れ
押
印
し
、
十
二
日
に
村
々
へ
順
達
し
た
。

廻
状
は
二
通
作
成
さ
れ
た
。
一
通
は
福
束
村
か
ら
上
流
の
伊
尾
川
・
長
良
川
沿

い
の
村
々
六
五
ヶ
村
を
、
も
う
一
通
は
船
付
村
か
ら
下
流
の
一
七
四
ヶ
村
を
廻
っ

て
、
ど
ち
ら
も
今
尾
村
ま
で
順
達
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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其
村
々
宝
永
年
中
川
通
水
行
障
ニ
相
成
取
払
被

仰
付
候
場
所
、
近
年
川
通
之
規
矩
致
忘
却
都
而
取
払
方
不
行
届
川
方
野
方
江

致
差
木
水
行
害
ニ
相
成
村
々
茂
有
之
、
精
々
申
触
候
得
共
不
行
届
不
埒
之
至

ニ
候
、
当
月
廿
五
日
迄
ニ
取
払
、
多
良
・
笠
松
御
役
所
江
注
進
可
申
出
候
、

追
而
廻
村
之
節
、
去
ル
寛
政
二
戌
年
・
享
和
三
亥
年
相
改
候
絵
図
面
を
以
巨

細
致
吟
味
、
不
行
届
村
々
茂
有
之
候
得
者
致
場
所
附
為
取
払
可
申
候
条
心
得

違
無
之
、
宝
永
年
中
取
払
場
外
ニ
候
共
当
時
水
行
害
ニ
相
成
候
場
所
、
右
日

限
迄
ニ
急
度
無
相
違
取
払
置
可
申
候
、
此
廻
状
村
下
致
印
形
、
昼
夜
ニ
不
限

刻
付
を
以
順
達
於
留
村
我
等
罷
越
候
節
可
被
相
返
候
、
以
上

宝
永
の
大
取
払
を
基
準
に
水
行
の
障
り
と
な
る
も
の
を
九
月
二
十
五
日
を
期
限

に
取
り
払
い
、
多
良
・
笠
松
両
役
所
へ
注
進
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。

ま
た
、
寛
政
二
（
一
七
九
〇
）・
享
和
三
（
一
八
〇
三
）
年
に
改
絵
図
を
作
成

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
う
ち
寛
政
二
年
の
伊
尾
川
通
・
長
良
川
通
の
改

絵
図
が
東
高
木
家
治
水
文
書
に
伝
わ
っ
て
い
る
⑽
。
元
は
笠
松
役
所
が
所
持
し
て

い
た
も
の
を
、
文
化
七
（
一
八
一
〇
）
年
の
巡
見
中
に
川
通
役
小
寺
牧
太
が
堤
方

役
に
掛
け
合
い
、
以
後
多
良
奉
行
所
に
預
け
置
く
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

改
絵
図
に
は
、
川
通
に
存
在
す
る
畑
や
砂
場
・
猿
尾
な
ど
が
詳
細
に
描
か
れ
、
幅

印
し
る
し
と
し
て
朱
線
を
引
き
、
堤
か
ら
堤
ま
で
の
川
幅
、
そ
の
間
の
水
が
流
れ
る
幅

（
水
通
）
の
計
測
結
果
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
改
絵
図
と
取
払
場
所
を
照
合

し
て
、
取
払
が
不
十
分
な
村
が
あ
れ
ば
取
り
払
わ
せ
、
水
が
滞
り
な
く
流
れ
る
よ

う
川
幅
を
一
定
に
保
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
改
絵
図
は
天
保
十
（
一
八
三
九
）

年
に
も
作
成
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
以
降
の
廻
状
の
文
言
は
「
寛
政
二
戌
年
・
享
和

三
亥
年
・
天
保
十
亥
年
相
改
候
絵
図
面
を
以
」
と
な
る
。

こ
の
廻
状
を
受
け
て
川
筋
の
村
々
で
は
取
払
を
実
施
し
た
。「
大
川
通
宝
永
年

中
御
取
払
場
取
払
注
進
扣
⑾
」
に
よ
る
と
、
取
払
済
み
注
進
書
は
九
月
十
八
日
か

ら
届
け
ら
れ
て
い
る
。
注
進
書
は
単
村
で
届
け
出
る
も
の
と
、
沿
岸
の
数
ヶ
村
が

連
名
で
届
け
出
る
も
の
と
に
分
か
れ
る
⑿
。

こ
の
と
き
中
島
郡
須
賀
村
の
み
注
進
が
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
三
和
は
、
後
述

す
る
旅
宿
先
の
福
束
村
に
須
賀
村
役
人
を
呼
び
出
し
、
理
由
を
問
い
糾
し
て
い

る
。
出
頭
し
た
須
賀
村
庄
屋
代
長
十
郎
と
年
寄
友
八
が
弁
明
す
る
に
は
、
取
払
は

期
日
ま
で
に
済
ま
せ
て
い
た
も
の
の
、
庄
屋
甚
左
衛
門
が
病
死
し
た
た
め
、
未
注

進
に
気
が
つ
か
な
か
っ
た
と
い
う
。
三
和
は
引
き
継
ぎ
に
問
題
が
あ
っ
た
と
し
て

厳
し
く
「
呵
り
」、
改
め
て
注
進
書
を
提
出
さ
せ
た
。

須
賀
村
以
外
の
注
進
書
が
そ
ろ
っ
た
段
階
で
、
三
和
と
田
中
は
出
役
日
時
の
調

整
を
お
こ
な
い
、
福
束
村
を
起
点
と
し
て
十
月
十
七
日
に
集
合
す
る
こ
と
に
し

た
。
出
役
が
少
々
延
引
し
た
の
は
、
多
芸
輪
中
よ
り
津
屋
川
口
築
流
堤
普
請
の
出

願
が
あ
り
、
そ
の
処
理
の
た
め
三
和
ら
が
出
張
り
し
た
た
め
で
あ
る
。

十
月
十
七
日
、
三
和
は
朝
六
ッ
半
時
に
多
良
を
出
立
、
八
ッ
半
時
頃
に
福
束
村

に
到
着
し
た
。
三
和
は
福
束
村
で
田
中
と
落
ち
合
い
、
明
日
か
ら
の
見
分
を
伝
え

る
先
触
を
作
成
し
、
村
々
へ
廻
村
の
順
序
を
伝
え
る
と
共
に
案
内
や
船
人
足
・
休

泊
所
の
支
度
を
命
じ
た
。
先
触
も
二
通
作
成
さ
れ
、
福
束
村
と
横
曽
根
村
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
順
達
さ
れ
た
。

    　

覚

一
人
足
九
人

    　

内

    

駕
籠
弐
挺　
　

六
人

    

分
持
弐
荷　
　

弐
人

    

合
羽
籠
壱
荷　

壱
人

右
者
先
達
而
相
触
候
通
川
通
取
払
場
見
分
為
改
我
等
共
左
之
廻
村
順
之
通

致
廻
村
候
間
村
境
江
出
迎
案
内
可
有
之
候
、
尤
村
々
申
合
船
人
足
差
出
可

被
申
候
、
且
於
休
泊
御
定
之
木
綿
茶
代
相
払
候
間
上
下
六
人
之
支
度
用
意

可
被
致
候

一 

請
印
申
付
候
間
休
泊
之
内
最
寄
村
ヘ
庄
屋
印
形
持
参
可
有
之
候
、
此
先
触

刻
付
を
以
早
々
順
達
於
留
り
村
我
等
共
着
之
上
可
被
相
返
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
木
修
理
内

　
　

午
十
月
十
七
日　
　
　
　
　
　

三
和
六
左
衛
門
印

　
　
　

酉
上
刻
出
ス　
　
　
　
　

堤
方
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
三
津
次
印

    

　

刻
印　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

刻
印

十
月
十
八
日
辰
ノ
上
刻　
　
　
　
　
　

十
月
十
八
日
辰
ノ
上
刻

福
束
村
出
立　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
束
村
出
立
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福
束
村　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
曽
根
村

　
　

南
波
村　
　
　
　
　
　

川　
　
　
　
　

川
口
村

　
　

中
須
村　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
村

　
　

大
明
神
村　
　
　
　
　

尾　
　
　
　
　

今
福
村

　
　

北
今
ヶ
渕
村　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

難
波
野
村

　
　

西
結
村　
　
　
　
　
　

伊　
　
　

休　

牧
村

泊　

上
開
発
村　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

直
江
村

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
村

    　
　
　
　
　
　
　
　
　

川　
　
　
　
　

三
本
木
村

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

万
石
村

    　
　
　
　
　
　
　
　
　

尾　
　
　
　
　

波
須
村

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
渡
村

    　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊　
　
　
　
　

下
開
発
村

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
新
田

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津
村

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旅
宿
弐
軒

用
意　

　

泊　

上
開
発
村

〔
以
下
略
〕

    先
触
は
こ
の
よ
う
に
川
を
挟
ん
だ
形
で
左
岸
・
右
岸
の
村
々
が
示
さ
れ
て
い

た
。
巡
見
は
基
本
、
乗
船
に
し
て
目
視
で
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
た
め
村
々
に
船
人

足
の
提
供
を
求
め
て
い
た
。
ま
た
、
確
認
後
は
庄
屋
や
惣
代
が
請
印
帳
に
押
印
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
最
寄
の
休
泊
所
に
印
形
持
参
で
出
頭
す
る
こ
と
を
命

じ
て
い
る
。

三
　
天
保
五
年
の
川
通
巡
見

十
月
十
八
日
早
朝
、
出
頭
し
た
須
賀
村
役
人
へ
の
「
呵
り
」
を
済
ま
せ
た
後
、

三
和
と
田
中
は
巡
見
に
出
立
し
た
。
以
下
、
日
を
逐
っ
て
巡
見
の
内
容
を
み
て
い

く
こ
と
に
す
る
。
経
路
に
つ
い
て
は
巡
見
経
路
図
を
参
照
し
て
も
ら
い
た
い
⒀
。

初
日
の
十
八
日
は
五
ッ
時
頃
に
福
束
村
を
出
立
、
牧
田
川
の
合
流
地
点
か
ら
伊

尾
川
を
船
で
北
上
し
た
。
左
岸
は
福
束
村
・
南
波
村
・
中
須
村
・
大
明
神
村
・
北

今
ヶ
渕
村
・
西
結
村
、
右
岸
は
横
曽
根
村
・
川
口
村
・
嶋
村
・
今
福
村
・
難
波
野

村
・
牧
村
・
平
村
・
直
江
村
・
大
村
・
三
本
木
村
・
万
石
村
・
波
須
村
・
佐〔
沢
〕
渡

村
・
下
開
発
村
・
下
開
発
新
田
・
津
村
・
上
開
発
村
の
取
払
跡
を
見
分
し
、
嶋

村
の
新
規
並
杭
、
難
波
野
村
・
南
波
村
・
牧
村
の
取
払
残
、
西
結
村
の
新
規
作

付
・
柳
藪
取
払
残
に
つ
い
て
直
ち
に
取
り
払
わ
せ
た
。
夕
七
ッ
半
時
過
に
津
村
に

到
着
、
当
初
の
上
開
発
村
泊
が
変
更
と
な
り
、
こ
の
日
は
隣
村
の
津
村
泊
と
な
っ

た
。十

九
日
は
辰
上
刻
に
津
村
を
出
立
し
、
駕
籠
で
河
渡
宿
へ
向
か
い
、
四
ッ
時
過

ぎ
に
到
着
し
た
。
そ
こ
か
ら
加
納
藩
よ
り
手
配
の
御
馳
走
船
で
木
曽
川
を
下
っ

た
。
左
岸
は
江
崎
村
か
ら
東
小
熊
村
ま
で
、
右
岸
は
河
渡
村
か
ら
森
部
村
ま
で
を

見
分
し
た
。
河
渡
村
船
渡
場
下
の
竹
木
不
取
払
、
江
崎
村
堤
外
の
新
規
小
家
一

軒
、
河
渡
村
堤
添
の
小
家
一
軒
、
前
野
村
の
不
取
払
お
よ
び
新
規
作
付
、
下
奈
良

村
の
取
払
残
、
上
穂
積
村
・
下
穂
積
村
中
洲
の
作
付
、
御
茶
屋
新
田
の
取
払
残
に

つ
い
て
取
払
を
命
じ
、
暮
六
ッ
時
過
に
宿
所
の
森
部
村
に
到
着
し
た
。

二
十
日
も
長
良
川
を
、
木
曽
川
合
流
地
点
ま
で
南
下
し
た
。
辰
下
刻
に
森
部
村

を
出
立
し
、
左
岸
は
天
王
森
村
か
ら
桑
原
輪
中
南
端
の
小
籔
村
ま
で
、
右
岸
は
大

森
村
か
ら
高
須
輪
中
の
成
戸
村
ま
で
を
見
分
し
た
。
本
郷
村
・
須
賀
村
・
堀
津
村

に
不
取
払
、
勝
村
・
野
寺
村
・
東
方
村
・
大
須
村
・
野
市
場
村
・
松
之
木
村
・
瀬

古
村
に
少
し
ず
つ
取
払
残
が
あ
っ
た
。
平
方
村
は
取
払
残
が
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
取

払
を
申
し
付
け
た
。
小
藪
村
で
は
外
畑
作
場
道
新
規
置
土
の
分
を
取
り
払
わ
せ
て

い
る
。
す
べ
て
の
見
分
が
終
わ
り
成
戸
村
に
入
っ
た
の
は
夜
に
な
っ
て
か
ら
で
、

そ
れ
か
ら
宿
所
の
今
尾
ま
で
陸
路
で
向
か
い
、
夜
五
ッ
時
頃
に
到
着
し
た
。

二
十
一
日
は
辰
上
刻
に
今
尾
を
出
立
す
る
。
伊
尾
川
を
左
岸
は
今
尾
南
の
土
倉

村
か
ら
油
島
新
田
、
右
岸
は
高
柳
新
田
か
ら
七
郷
輪
中
の
上
之
郷
村
ま
で
南
下

し
、
そ
れ
か
ら
桑
名
川
通
を
左
岸
は
長
島
輪
中
の
松
之
木
村
・
上
坂
手
村
か
ら
大

嶋
村
ま
で
、
右
岸
は
南
之
郷
村
か
ら
福
嶋
村
ま
で
、
お
よ
び
与
左
衛
門
新
田
草

場
・
茂
左
衛
門
新
田
草
場
を
見
分
し
、
大
嶋
村
に
宿
泊
し
た
。
上
坂
手
村
前
か
ら

は
長
島
藩
よ
り
御
馳
走
御
座
船
が
用
意
さ
れ
、
長
島
領
庄
屋
惣
代
・
殿
名
村
十
左

衛
門
が
同
船
し
て
案
内
し
た
。

こ
の
日
は
、
伊
尾
川
通
で
は
福
岡
村
・
駒
野
村
・
安
田
新
田
・
安
田
村
・
東
平

賀
村
・
七
右
衛
門
新
田
・
万
寿
新
田
・
金
廻
村
・
江
内
村
・
油
島
新
田
・
古
敷

村
・
東
福
永
村
・
上
之
郷
村
の
取
払
残
、
桑
名
川
通
で
は
南
之
郷
村
・
今
嶋
村
・
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下
深
谷
部
村
、
長
島
領
千
倉
村
よ
り
下
村
々
の
取
払
残
を
取
り
払
わ
せ
た
。
山
崎

村
で
は
切
出
石
の
積
み
残
し
分
に
つ
い
て
察
当
を
う
け
た
庄
屋
甚
蔵
が
十
一
月
十

日
ま
で
に
残
ら
ず
積
み
出
す
こ
と
を
約
束
し
た
。

ま
た
、
与
左
衛
門
新
田
・
茂
左
衛
門
新
田
で
は
新
規
作
付
が
み
つ
か
っ
た
。
こ

の
場
所
は
長
島
領
土
取
場
入
会
で
あ
っ
た
の
で
、
桑
名
領
惣
代
・
上
之
輪
新
田
庄

屋
平
五
郎
と
長
島
領
惣
代
・
大
嶋
村
庄
屋
領
左
衛
門
を
呼
び
出
し
問
い
糾
し
た
と

こ
ろ
、
桑
名
領
よ
り
の
作
付
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
三
和
・
田
中
は
、
新
規

の
儀
は
多
良
・
笠
松
両
役
所
に
出
願
し
指
図
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
と
平
五
郎
の

「
心
得
違
之
段
呵
り
」、
早
速
明
朝
よ
り
取
り
払
う
よ
う
申
し
付
け
た
。
他
方
で
長

島
領
千
倉
村
地
先
に
も
新
規
作
付
が
あ
り
、
領
左
衛
門
へ
取
払
を
命
じ
て
い
た
。

私
領
内
の
こ
と
で
も
川
通
に
つ
い
て
は
高
木
家
と
笠
松
代
官
方
が
権
限
を
有
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

二
十
二
日
は
辰
上
刻
に
大
嶋
村
を
出
立
、
こ
の
日
は
桑
名
藩
よ
り
御
馳
走
小
家

形
船
が
用
意
さ
れ
た
。
前
日
申
し
渡
し
た
与
左
衛
門
新
田
・
茂
左
衛
門
新
田
お
よ

び
千
倉
村
地
先
の
新
規
作
付
の
取
払
を
指
図
し
た
後
、
桑
名
御
馳
走
船
に
乗
船
し

た
。
し
か
し
猛
烈
な
風
の
た
め
赤
須
賀
新
田
よ
り
歩
行
に
切
り
替
え
、
員
弁
川
と

桑
名
川
河
口
の
間
に
位
置
す
る
一
ノ
新
田
（
現
在
の
桑
名
市
福
地
）
ま
で
約
一
里

半
を
徒
歩
で
見
分
し
た
。
そ
こ
か
ら
桑
名
に
戻
り
、
こ
の
日
は
桑
名
に
宿
し
た
。

二
十
三
日
は
前
日
に
指
図
し
た
与
左
衛
門
新
田
・
茂
左
衛
門
新
田
お
よ
び
千
倉

村
地
先
の
見
分
を
済
ま
せ
て
か
ら
、
葭
ヶ
須
輪
中
の
桑
名
川
通
沿
い
、
横
満
蔵
輪

中
、
源
緑
輪
中
を
見
分
し
、
松
高
新
田
を
宿
所
と
し
た
⒁
。

二
十
四
日
は
辰
上
刻
に
松
高
新
田
を
出
立
し
、
葭
ヶ
須
輪
中
の
福
井
新
田
亡
所

跡
か
ら
順
に
加
路
戸
川
通
を
見
分
し
、
長
地
附
新
田
・
長
地
新
田
・
葭
ヶ
須
新

田
・
近
江
島
新
田
・
大
新
田
・
加
路
戸
新
田
の
不
取
払
の
場
所
を
取
り
払
わ
せ

た
。
そ
れ
か
ら
八
ッ
半
頃
に
加
路
戸
輪
中
を
出
立
し
て
木
曽
川
を
北
上
し
、
七
ッ

半
時
頃
に
立
田
輪
中
南
端
の
船
頭
平
村
に
到
着
し
た
。
先
触
で
は
こ
の
日
は
下
立

田
村
ま
で
見
分
し
、
そ
れ
か
ら
対
岸
の
金
廻
村
で
上
陸
し
て
伊
尾
川
右
岸
の
大
牧

村
に
向
か
う
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
加
路
戸
川
通
長
島
領
村
々
な
ど
で
不
取

払
の
場
所
が
多
く
取
り
払
わ
せ
に
時
間
が
か
か
り
、
ま
た
船
頭
平
村
に
お
い
て
も

取
払
残
や
新
規
作
付
が
あ
っ
た
た
め
、
急
遽
船
頭
平
村
で
の
止
宿
と
な
っ
た
。

二
十
五
日
は
辰
上
刻
に
船
頭
平
村
を
出
立
、
前
日
に
取
払
を
申
し
付
け
た
場
所

を
見
分
し
て
か
ら
、
福
原
新
田
・
松
田
村
・
福
原
村
・
下
立
田
村
を
巡
り
、
取
払

残
が
少
々
あ
っ
た
の
で
そ
れ
ら
を
取
り
払
わ
せ
た
。
金
廻
村
を
経
て
大
牧
村
に
到

着
し
た
の
は
七
ッ
時
過
で
あ
っ
た
。

最
終
日
の
二
十
六
日
は
辰
上
刻
に
大
牧
村
を
出
立
、
伊
尾
川
沿
い
を
牧
田
川
が

合
流
す
る
地
点
ま
で
見
分
し
た
。
西
海
松
村
の
不
取
払
、
根
古
地
新
田
の
藪
柳
、

根
古
地
村
の
取
払
残
、
塩
喰
村
の
柳
お
よ
び
大
野
村
・
塩
喰
村
・
船
付
村
の
新
規

作
付
を
取
り
払
わ
せ
、
豊
喰
新
田
に
旅
宿
し
た
。

川
通
巡
見
は
こ
の
日
ま
で
計
九
日
間
の
日
程
で
あ
っ
た
。
翌
日
、
田
中
と
別
れ

た
三
和
は
多
良
へ
戻
り
、
二
十
八
日
に
出
勤
し
て
復
命
し
、
ま
た
出
役
中
の
勘
定

書
を
提
出
し
た
。

四
　
天
保
五
年
の
普
請
見
分

川
通
巡
見
に
お
い
て
は
、
高
木
家
川
通
役
と
笠
松
代
官
堤
方
役
は
、
葭
柳
竹
木

な
ど
の
取
残
分
や
不
取
払
の
場
所
が
あ
れ
ば
、
厳
し
く
申
し
付
け
、
そ
の
場
で
直

ち
に
取
り
払
わ
せ
た
。
ま
た
、
新
規
作
付
や
小
屋
も
撤
去
さ
せ
て
い
る
。
取
払
を

確
認
し
た
後
は
庄
屋
や
惣
代
が
請
印
帳
に
押
印
し
た
。
そ
の
請
印
帳
に
は
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
た
⒂
。

此
度
川
通
水
行
差
障
無
之
哉
之
段
為
御
見
分
被
成
御
廻
村
、
私
共
御
案
内
仕

候
通
水
行
障
ニ
相
成
候
儀
無
御
座
候
、
尤
宝
永
年
中
御
取
払
以
後
茂
水
行
障

ニ
相
成
候
場
所
者
御
吟
味
之
上
御
取
払
被　

仰
付
、
猶
又
川
通
附
寄
地
作
物

植
付
候
儀
并
新
規
猿
尾
杭
出
其
外
共
聊
之
儀
茂
百
姓
共
心
儘
ニ
仕
候
儀
堅
ク

仕
間
鋪
旨
被　

仰
渡
、
右
之
趣
急
度
相
守
罷
在
候
、
此
上
瀬
向
替
り
新
規
之

堤
川
除
不
仕
候
而
難
成
村
々
者
、
多
良
・
笠
松

御
役
所
江
御
願
申
上
、
御
差
図
通
可
仕
候
、
聊
之
儀
ニ
而
茂
百
姓
心
儘
新
規

之
儀
決
而
仕
間
敷
旨
被　

仰
渡
奉
畏
候
、
依
之
御
請
印
形
差
上
申
処
如
件

宝
永
の
大
取
払
以
後
も
水
行
障
り
の
場
所
は
吟
味
の
上
で
取
り
払
う
こ
と
、
川

通
附
寄
地
の
作
物
植
付
な
ら
び
に
新
規
猿
尾
杭
出
な
ど
は
勝
手
に
お
こ
な
わ
な
い

こ
と
を
誓
っ
て
い
る
。
ま
た
、
瀬
向
替
り
（
河
川
付
替
工
事
）
や
新
規
の
堤
川
除

を
し
な
け
れ
ば
存
続
し
が
た
い
村
々
は
多
良
・
笠
松
両
役
所
へ
出
願
し
、
そ
の
指

図
に
従
う
と
し
て
い
る
。
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川通巡見経路図
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請
書
に
あ
る
よ
う
に
、
川
通
掛
と
し
て
の
高
木
家
は
、
村
々
か
ら
普
請
の
出
願

が
あ
れ
ば
、
そ
の
都
度
現
地
を
見
分
し
、
笠
松
代
官
方
と
立
会
で
そ
の
可
否
を
判

断
し
た
。
毎
年
の
定
期
的
な
川
通
巡
見
で
水
行
の
障
り
を
撤
去
し
河
道
の
状
態
を

維
持
す
る
と
共
に
、
そ
の
都
度
お
こ
な
わ
れ
る
普
請
見
分
に
よ
っ
て
河
道
の
変
更

を
管
理
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
天
保
五
年
の
普
請
見
分
の
事
例
も
こ
こ
で

み
て
お
き
た
い
⒃
。

こ
の
年
の
三
月
九
日
、
勢
州
油
島
新
田
地
先
締
切
六
拾
三
ヶ
村
組
合
惣
代
が
、

昨
夏
の
大
雨
で
大
破
し
た
喰
違
洗
堰
を
自
普
請
で
修
復
し
た
い
と
願
い
出
た
。
こ

の
と
き
惣
代
は
願
書
を
多
良
役
所
と
笠
松
役
所
へ
提
出
す
る
と
共
に
、
尾
張
藩
鵜

多
須
代
官
所
お
よ
び
高
須
藩
代
官
所
の
添
状
も
持
参
し
た
。
一
般
の
普
請
で
あ
れ

ば
領
主
の
許
可
の
み
で
済
む
が
、
河
川
関
係
の
普
請
は
領
主
の
断
り
を
得
た
上
で

多
良
・
笠
松
両
役
所
へ
出
願
し
、
見
分
を
受
け
る
必
要
が
あ
っ
た
。

願
書
が
提
出
さ
れ
る
と
、
多
良
と
笠
松
の
間
で
立
会
見
分
の
日
時
を
調
整
し

た
。
こ
の
と
き
は
三
月
二
十
一
日
に
七
郷
輪
中
の
東
平
賀
村
で
落
ち
合
う
こ
と
と

な
り
、
高
木
家
か
ら
は
川
通
役
の
三
和
六
左
衛
門
と
加
藤
加
藤
太
、
笠
松
か
ら
は

堤
方
役
の
原
田
弥
右
衛
門
と
中
嶋
恵
之
助
が
出
役
し
た
。
四
名
は
二
十
二
日
に
船

で
現
地
へ
出
向
き
、
出
願
箇
所
を
見
分
し
た
。

自
普
請
の
場
合
は
見
分
の
上
、
水
行
に
差
し
障
り
が
な
い
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、

多
良
・
笠
松
の
権
限
で
承
認
し
、
竣
工
後
に
出
来
形
を
見
分
す
る
の
を
通
例
と
し

た
。こ

の
と
き
の
普
請
は
六
月
二
十
三
日
ま
で
に
終
わ
り
、
組
合
惣
代
か
ら
竣
工
届

と
自
普
請
出
来
形
書
上
帳
が
提
出
さ
れ
た
⒄
。
七
月
二
日
、
川
通
役
の
加
藤
と
川

添
本
務
、
堤
方
役
の
原
田
・
中
島
が
出
役
し
て
出
来
形
を
立
会
見
分
し
た
。
見
分

の
後
、
計
画
通
り
に
竣
工
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
「
勢
州
桑
名
郡
油
嶋
新
田

松
之
木
村

地
先
喰
違

洗
堰
自
普
請
出
来
形
帳
」
を
作
成
し
、
堤
方
役
と
川
通
役
が
署
判
し
て
組
合
惣
代

に
交
付
し
た
。

こ
の
普
請
は
現
状
回
復
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
も
う
一
件
は
現
状

変
更
の
普
請
で
あ
る
。

四
月
二
十
三
日
、
桑
名
郡
海
口
惣
代
・
松
吉
新
田
庄
屋
運
平
か
ら
猿
尾
補
強
の

出
願
が
あ
っ
た
⒅
。
桑
名
郡
加
稲
山
新
開
場
の
開
発
に
よ
り
水
の
流
れ
に
変
化
が

生
じ
、
桑
名
郡
老
松
新
田
へ
の
水
当
た
り
が
強
く
な
っ
た
た
め
、
現
在
の
猿
尾
を

継
ぎ
足
し
五
〇
間
と
す
る
こ
と
を
計
画
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
受
け
て
川
通
役
の
三
和
・
加
藤
、
堤
方
役
の
水
野
郡
右
衛
門
・
赤
生
伝

次
郎
が
五
月
六
日
に
出
役
し
た
。
こ
の
と
き
は
現
地
を
見
分
す
る
だ
け
で
な
く
、

長
島
領
川
西
惣
代
、
尾
州
領
立
田
輪
中
惣
代
、
森
津
輪
中
惣
代
、
長
島
領
川
東
惣

代
を
呼
び
出
し
、
障
り
の
有
無
を
問
い
糾
し
て
請
書
を
徴
収
し
た
。

水
制
設
置
な
ど
現
状
を
変
更
す
る
場
合
、
そ
の
普
請
が
周
辺
の
輪
中
や
村
々
に

悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
か
確
認
し
て
か
ら
許
可
す
る
か
否
か
を
判
断
し
た
。
治
水

は
地
域
対
立
が
伴
う
も
の
で
あ
り
、
普
請
を
め
ぐ
る
地
域
の
利
害
調
整
も
川
通
掛

高
木
家
の
重
要
な
役
割
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

木
曽
三
川
流
域
に
お
け
る
河
川
管
理
体
制
の
根
幹
を
な
す
、
旗
本
高
木
家
に
よ

る
川
通
巡
見
に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
的
な
過
程
と
内
容
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

今
後
は
、
持
ち
場
縮
小
前
の
時
期
も
含
め
て
、
事
例
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い

が
、
そ
の
作
業
に
あ
た
っ
て
課
題
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

巡
見
経
路
を
地
図
に
示
し
た
経
路
図
を
み
る
と
尾
張
藩
領
の
木
曽
川
通
は
巡
見

経
路
か
ら
外
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
三
日
目
は
長
良
川
通
を
木
曽
川
合
流
地

点
ま
で
南
下
し
、
そ
こ
か
ら
今
尾
へ
向
か
っ
た
。
ま
た
、
八
日
目
も
下
立
田
村
ま

で
北
上
し
た
後
、
西
進
し
て
お
り
、
長
良
川
合
流
地
点
か
ら
伊
尾
川
合
流
地
点
ま

で
の
木
曽
川
通
は
巡
見
し
て
い
な
い
。
こ
の
経
路
は
次
の
西
家
年
番
の
天
保
八

（
一
八
三
七
）
年
も
同
じ
で
あ
る
。
そ
こ
で
改
め
て
先
に
引
用
し
た
明
和
三
年
の

持
ち
場
縮
小
の
書
付
を
見
返
し
て
み
る
と
、
別
紙
で
は
木
曽
川
通
は
笠
松
村
以
南

と
な
っ
て
い
る
が
、
書
付
に
は
「
向
後
者
濃
州
勢
州
之
内
」
と
な
っ
て
お
り
、
尾

州
は
省
か
れ
て
い
た
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
と
き
、「
木
曽
川
河
川
管
理
に
お
け

る
尾
張
藩
の
優
越
的
地
位
は
変
わ
る
こ
と
な
く
維
持
さ
れ
た
」
と
い
う
原
昭
午
の

指
摘
⒆
を
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
川
通
巡
見
の
あ
り
方
、
川
通
掛
と

し
て
の
高
木
家
の
権
限
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
と
き
、
尾
張
藩
と
の
関
係
が
一
つ

の
論
点
と
な
る
。

ま
た
、
今
回
は
天
保
五
年
を
事
例
に
み
て
き
た
が
、
こ
う
し
た
川
通
巡
見
の
あ

り
方
は
天
保
十
（
一
八
三
九
）
年
に
改
革
の
対
象
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
幕
府
勘

定
奉
行
よ
り
「
水
害
薄
ら
き
方
」
す
な
わ
ち
水
害
軽
減
策
の
検
討
を
指
示
さ
れ
た

美
濃
郡
代
柴
田
善
之
丞
に
よ
っ
て
「
大
川
通
御
取
払
場
見
分
出
役
方
」（
川
通
巡
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見
）
の
見
直
し
が
議
論
さ
れ
る
⒇
。
改
革
時
に
は
そ
れ
ま
で
の
問
題
点
が
浮
き
彫

り
と
な
る
。
多
良
・
笠
松
の
協
働
に
よ
る
河
川
管
理
体
制
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な

問
題
が
あ
っ
た
の
か
。
今
回
、
天
保
五
年
を
選
定
し
た
の
は
、
天
保
十
年
以
降
と

の
比
較
を
念
頭
に
お
い
て
の
こ
と
で
あ
る
。
郡
代
に
よ
る
改
革
の
内
容
と
そ
の
後

の
河
川
管
理
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
次
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

注⑴　

 『
木
曽
三
川
〜
そ
の
流
域
と
河
川
技
術
』（
建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
、
一
九

八
八
年
）
の
第
３
章
「
高
木
家
文
書
に
み
る
水
論
と
治
水
」（
執
筆
は
笹
本

正
治
、
桐
原
千
文
）。『
木
曽
三
川
流
域
誌
』（
建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
、

一
九
九
二
年
）
の
第
２
部
第
３
章
「
近
世
の
治
水
」（
執
筆
は
原
昭
午
）。
伊

藤
孝
幸
「
近
世
に
お
け
る
木
曽
三
川
流
域
で
の
治
水
」（『
岐
阜
史
学
』
八

八
、
一
九
九
五
年
）。
秋
山
晶
則
「
旗
本
交
代
寄
合
高
木
家
の
治
水
役
儀
を

め
ぐ
っ
て
―
笠
松
役
所
と
の
関
係
を
中
心
に
―
」（『
名
古
屋
大
学
博
物
館
報

告
』
一
六
、
二
〇
〇
一
年
）。

⑵　

 

高
木
家
文
書
Ｅ
・
３
・
⑴
・
２
１
５
。
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
。
以

下
、
請
求
記
号
の
み
を
記
す
。

⑶　

 「
勢
州
桑
名
川
通
御
訴
状
下
書
・
同
国
川
通
之
義
辻
六
郎
左
衛
門
様
御
口
上

書
写
」（
Ｅ
・
３
・
⑴
・
１
６
）。

⑷　

 

Ｅ
・
１
・
⑴
・
１
。

⑸　

 

Ｅ
・
１
・
⑴
・
２
あ
〜
い
。

⑹　

 

前
掲
・
秋
山
「
旗
本
交
代
寄
合
高
木
家
の
治
水
役
儀
を
め
ぐ
っ
て
」。

⑺　

 

こ
れ
以
降
の
記
述
・
史
料
引
用
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
天
保
五
年
「
川

通
御
用
日
記
」（
Ｅ
・
３
・
⑴
・
３
０
２
９
）、「
大
川
通
御
取
払
場
立
会
見

分
中
手
扣
」（
同
３
０
４
３
）
に
よ
る
。

⑻　

 

三
和
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
雅
「
川
通
御
用
日
記
と
三
和
六
左
衛
門
」（
名
古

屋
市
博
物
館
『
特
別
展　

治
水
・
震
災
・
伊
勢
湾
台
風
』、
二
〇
一
九
年
）

も
参
照
。

⑼　

 

天
保
八
年
「
川
通
御
用
日
記　

壱
番
」（
Ｅ
・
３
・
⑴
・
３
１
５
９
）。

⑽　

 

東
高
木
家
治
水
文
書
１
３
２
・
２
２
〜
２
８
（
個
人
蔵
）。

⑾　

 

Ｅ
・
３
・
⑴
・
３
０
３
１
た
。

⑿　

 

Ｅ
・
３
・
⑴
・
３
０
４
７
あ
〜
れ
。

⒀　

 

巡
見
経
路
図
の
作
成
に
は
服
部
亜
由
未
氏
の
助
力
を
得
た
。
こ
こ
に
記
し
て

謝
意
に
代
え
た
い
。

⒁　

 

先
触
は
泊
を
松
永
新
田
と
し
て
い
た
が
、
実
際
に
は
松
高
新
田
の
庄
屋
宅
を

旅
宿
と
し
た
。

⒂　

 「
川
通
村
々
請
印
帳
」（
Ｅ
・
３
・
⑴
・
３
０
３
１
は
）。

⒃　

 

こ
の
章
の
記
述
・
史
料
引
用
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
前
掲
・
天
保
五
年

「
川
通
御
用
日
記
」
と
「
勢
州
油
嶋
新
田
地
先
洗
堰
自
普
請
願
一
件
」（
Ｅ
・

３
・
⑴
・
３
０
３
７
）
に
よ
る
。

⒄　

 

Ｅ
・
３
・
⑴
・
３
０
４
１
ひ
、
れ
。

⒅　

Ｅ
・
３
・
⑴
・
２
６
７
９
う
、
え
。

⒆　

 

前
掲
『
木
曽
三
川
流
域
誌
』
二
九
〇
ペ
ー
ジ
。

⒇　

 「
大
川
通
御
取
払
場
見
分
出
役
方
之
儀
当
年
改
革
御
掛
合
御
用
留
出
役
迄
之

日
記
」（
Ｅ
・
３
・
⑴
・
３
２
０
２
）。

（
付
記
） 

本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
木
曽
三
川
流
域
に

お
け
る
治
水
関
係
文
書
の
高
度
活
用
に
関
す
る
研
究
」（
課
題
番
号

19H
01306

）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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